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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 0 0 3 8 2 2 2 2 2 4 0 1 0 0
7 * 1 2 6 12 0 4 0 1 4 5 1 3 0 0
13 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0
20 0 0 1 4 7 1 2 1 2 1 3 0 0 1 0
21 * 0 2 2 8 0 0 1 1 2 3 0 1 2 0
22 0 0 3 1 4 0 0 1 0 3 3 1 2 0 0
24 * 2 3 4 11 0 0 2 5 2 7 1 3 1 1
32 0 0 1 0 0 2 2 0 0 1 1 0 1 0 0
34 * 0 0 7 15 0 4 4 1 7 8 0 2 1 1
51 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
74 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 1 3 0 3 0 0 1 3 4 7 2 0 0 0
3 * 1 3 2 4 0 0 4 2 1 3 7 7 0 0
10 * 0 0 4 8 4 5 4 0 9 9 0 1 0 0
18 * 2 4 3 7 0 0 4 0 3 3 1 2 0 0
24 0 0 0 0 0 0 0 2 0 3 3 1 0 1 0
30 * 1 5 7 16 2 2 1 1 0 1 1 1 0 1
33 * 0 0 2 7 3 4 0 4 9 13 0 3 0 2

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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0 - - - - - - - - - - - - - -
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0 0 3 3 0
5 15 18 45 9 11 16 10 32 42 12 14 1 3

2015年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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大阪経済大学
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関西学院大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

松原 寿樹 14

60

敗チーム

34

17

３Ｐ ２Ｐ

-
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勝チーム

70
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関西学院大学

堤 大喜 2

男子 ２次リーグ戦
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横澤 拓海 9

記録 関西学生バスケットボール連盟
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渡邊 翔太 15 28
梶井 翔太

大阪経済大学

主審 豆塚　宣男 副審 田中　智也

勝ち点5
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戦評
【総括】
今年度関西学生バスケットボールリーグ戦最終日は、総合力に優れ安定した戦いを見せる関西学院大学と、爆発力の
あるタレントが揃った大阪経済大学の対戦カードとなった。前半は両チームとも自分たちのスタイルを活かそうとするが
勝負所で決め手に欠け、ロースコアな戦いとなった。後半流れをつかんだのは、ハードなディフェンスと安定したオフェ
ンスを見せた関学大だった。大経大は#30橋本を抑えられなかなかリズムが掴めないまま10点の点差を返すことが出来
なかったが最後まで諦めず逆転に向かった姿勢で会場を沸かした。
【第1ピリオド】
大経大#30橋本のペネトレイトからの得点でゲームが始まる。その後も、#30橋本を中心にオフェンスを組み立てていく
大経大。対する関学大はバランスよく攻める。ピリオド中盤、関学大はパスワークから確実に得点を重ね、大経大は
1on1を軸に攻めるなど、お互い自分たちの特徴を生かしたプレーを展開。一進一退の攻防の中、わずかに大経大が
リードする。ピリオド終盤、関学大#34池嶋のバスケットカウントで同点にする。#20横澤のタップシュートでリードかと思わ
れたが、惜しくもタイムアップ。16-16同点で第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
関学大#24松原の3Pシュート、大経大#30橋本のミドルシュートでピリオドを開始する。点の取り合いになるかと思われた
が、両者とも思うようにオフェンスを展開することが出来ない。一旦立て直すために残分5分頃に関学大がタイムアウトを
要求する。立て直しに成功した関学大は次第にディフェンスも良くなり速攻も増えていく。点差を離されかけた大経大は
#3杉谷の3Pシュートで対抗する。31-27で関学大が僅かにリードし後半をむかえる形となった。
【第3ピリオド】
ピリオド開始から関学大は#34池嶋の連続ゴールでリズムを掴む。大経大は#18三枝がチームを引っ張ろうとするがミス
が重なり、上手くゲームが運べない。開始5分を過ぎたところで関学大#7渡邊の3Pシュートで11点差となり大経大はたま
らずタイムアウトを要求した。その後も8～10点の点差を維持したままゲームが進み50-40の10点差で第3ピリオドが終
わった。
【第4ピリオド】
巻き返しを図る大経大はディフェンスを一気にハードにし、関学大のミスを誘う。崩れかけた関学大だったが#7渡邊の
落ち着いたゲームメイクで流れを引き戻す。さらに大経大のエースである#30橋本に執拗なマークを置き、大経大の追
い上げの芽を潰す。大経大の#18三枝、#33重本が果敢に攻める。しかし関学大#7渡邊、#22堤、#32浦里らガード陣が
ゲームをコントロールし、落ち着いて大経大のファウルゲームをかわしていく。ゲーム終了間際、#51徳住のレイアップ
シュートで70-60で関学大が勝利を収めた。
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戦評 葉山・表(天理大)
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